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   A 63-year-old woman admitted because of a right non-visualizing kidney. Right ureteral 

tumor was clinically diagnosed by routine examinations. Pathological finding after right 

nephroureterectomy and partial cystectomy revealed adenocarcinoma of the ureter. She also 

had a history of gastrectomy for gastric cancer 4 years before. 

   Metastatic adenocarcinoma of the right ureter from the stomach was the final diagnosis 

made after the pathological comparison of the two specimens. Thirty nine cases of meta-

static ureteral tumor from the digestive organs were reported in Japan. 

   The autopsy suggests that metastatic ureteral tumors occur more often than we may 

expect and as metastatic and invasive ureteral tumors from digestive organ, are often 

confused, the criteria to distinguish between them must be established. 
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緒 言

転移性 尿管腫瘍は比較的 まれ な疾患であ るが,今 回

著者は,胃 癌の尿管転移症例 を経験 したので消化器原

発に関 しての検討 と,転 移性尿管腫瘍における問題点

を若干の文献的考察を加え報告す る.

症例

患 者:63歳 女性

主 訴:右 側無機能 腎に て外科 よ り紹介 された

既往歴:59歳 胃癌 にて胃全摘術

家族歴:特 記すべ きことな し

現病歴:1976年7月8日 に施行 された経静脈的腎孟

造影に て,右 腎孟像が捕出されな いと外科 よ り紹 介さ

れ,9月7日 当科入院.

初 診 時 現 症:軽 度 る い そ う,顔 色 不 良 以 外 異 常 を 認

め ず.

初 診 時 検 査 成 績3体 温37℃,血 圧120/80mmHg脈

拍70/分,血 液 所 見RBc415×104/mm3,Hblo.6

9/dl,Ht33%,wBc3,700/mm3,T.Prot.6.59/dl,

Alb.58%,Glob.α13.4%,α211.5%,β8.8%,

γ18.2%,GPT34u/1,GOT46u/1,AI-P62u/1,

LDH144u/1,Na140mEg/1,K4.1mEg/1,cl

106mEg/1,T.Bil。1.Omg/dl,T.Chol.173mg/di,

BuN13mg/dl,crcato.9mg/dLu.A.5.5mg/

dl,FBs84mg/dl,cRP(一),尿 所 見 沈 渣wBc

3～4/HPF,RBCIO/HPF,Epith,(十),蛋 白(一),

ブ ド ウ糖(一),細 菌 培 養Klebsiella(105以 上/ml)

細 胞 診classI,ll.
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Fig.4.Histologicalappearanceofthetumorofthestomach
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以上 より,ま ず右側RPを 施行 したところF三g・1

のごとく,尿 管 カテーテルはL4ま で しか挿入 できず,

また,そ の部位に閉塞 のあることが認め られた.ま た,

くり返 しお こなった尿細胞診に よ り,classN,Vが

検出された。PRP,血 管撮影な どを施行 したが決定的

な情報得 られず,右 側尿管腫瘍 の診断の もとに9月27

日手術 を施行 した.手 術 は右側腎尿管摘除お よび膀胱

部分切除術をお こな った.Fig.2は,摘 出標本を示

すが,病 理組織学的所見はFig.3の ごと く,尿 管の

粘膜 か ら筋層 にかけての腺癌 の像 を呈 してお り,RP

に示 された閉塞部位を中心に広 が っていた.そ こで4

年前 の胃癌の組織像 を検討 した ところFig.4の ごと

く,同 じように腺癌 の像を呈 してお り,し たが って本

症例 を胃癌の尿管転移 と診断 した.

Tablei.
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考 察

Japanesecasesofmetastaticureteral

tumorfromdigestiveorgans

転移性尿管腫瘍は,1909年StowDに より胸腺 リン

パ肉腫の尿管転移 として初めて報告 され ているが,比

較的 まれ な疾患 とされている.本 邦 では百瀬2)の 報告

が最初 と考 えられ,以 降報告が散見され るが,い わゆ

る直接浸潤 と真 の転移 との厳密な区別がむずか しい例

も実際上経験 され る.PresmanandEhrlich3)は 転

移性尿管腫瘍 の定義 と して,① 近接組織に腫瘍 を認め

ず尿管壁に腫瘍 を認め ること,② 尿管のperivascular

lymphaticsま たは、bloodvesselsに 悪性細胞を認

め ること,と 規 定 している.こ れを厳密にあてはめ る

こと,と くに② は実際上 困難 なことも多いが,少 な く

ともこの概念を認識 した上 で検討 されなければな らな

い と考え られる.

本邦において,原 発 巣 としては 胃,腎 な どが多いが,

このほか前立腺,乳 房,肺 なども報告 されている.転 移

性尿管腫瘍症例の集計は報告者に よ り,そ の数にやや

開 きが見 られ るが,こ れは前述 した ごとく 「真 の 転

移」 とい う概念に対す る とらえ方の差が反映 された も

の と考えられ る.今 回著老 は,消 化器原発 の転移性

尿管腫瘍症例 でPresmanら の考えを比較的満た して

いると考 えられ るも の を調 べ うる範囲 で 集 計 した

(Tablc1).原 発巣は 胃34例,胆 嚢2例,結 腸2例,

膵1例 の計39例 であ る.こ のなかには詳細不明な もの

もあるが,現 状 では追求 しえなかった.関4)に よれば

1964年 か ら1966年 の日本病理 剖検惧報に おいて,胃 癌

剖検4,658例 中,79例(1.7%)に 尿管転移があ った

と述べてお り,比 較的 まれ とされてい る本症 も実際 の

数は考え られている よ りも,か な り多い もの と想 像で

きる.本 症は発見され た とき全 身に転移 してい ること

が 多 く,あ るいは前述の ように剖検 で発見 され ること

報 告 者 発表年 年 齢 性 患 側 原発巣 組 織

1.高 田,原 田

2.赤 崎

3.和 田 ・ほ か

4,黒 田 ・ほ か

5.三 橋

6高 安 ・ほ か

7三 橋 吉 田

8石 田 城 戸

9.武 田 古 田

10.清 水 島 村

11,夏 目 ほ か

12.;エ 藤 ・ほ か

13.カ ロ藤 ・ほ か

14,高 谷 ・ほ か

15.今 村,山 宮

田.平 岡 ・ほ か

1ア.そ麦藤 ・ほ か

田.武 田 、古 田

19.関 ・ほ か

20,土 方 ・ほ か

21.江 藤 ・ほ か

22,水 上

23.浜 路

24.大 里 ・ほ か

25.重 松 ・ほ か

26.重 松 ・ほ か

27,村 山,河 辺

28.中 橋 ・ほ か

29.国 方 ・ほ か

30,草 階 ・ほ か

31.草 β皆 ・ほ か

32.草 β皆・ほ か

33.新 川 ・ほ か

34.新 川 ・ほ か

35.rりP,ll。[ま カ、

36.城 戸 ・ほ か

37.北 村 ・ほ か

38,奴 田 原 ・ほカ

39,自 験 例

1944

1947

1948

1955

1955

1955

1956

1957

1962

1956

1964

1966

1967

1969

1969

1969

1969

1970

1970

1971

1973

1973

1973

1974

1974

1974

1975

1976

1978

1979

1979

1979

1982

1982

19B2

1983

1983

1983

1983

53F両 側

59M両 側

46F両 側

22F左

41F両 側

58M両 側

57M両 側

56M両 側

72F右

66M両 側

38M左

61M両 側

57M右

44F両 側

4TM両 側

62F両 側

52M両 側

41F両 側

49M両 側

42F左

65M不 明

81M両 側

70M左

57F左

49M右

65F左

42F左

62F両 側

45M右

58M左

55M右

66M右

42F右

59M左

49M両 側

48M左

54M左

41M不 明

63F右

胃 硬性癌
胃 腺 癌

胃 胃 癌

胃 膠様癌

胃 硬性膠様癌

ll。1
胆 嚢 不 明

胃 腺 癌

胃 単純癌

胃 腺 癌
胃 腺 癌

膵 単純癌

胃 腺 癌

胃 不 明

胃 腺 癌

胃 硬性癌

胃 腺 癌

胃 未分癌
胃 不 明

胃 硬性癌

胃 腺 癌
胆 嚢 腺 癌

胃 腺 癌

胃 腺 癌

胃 腺 癌

胃 不 明
S字 結腸 腺 癌

胃 不 明

胃 不 明

胃 不 明

胃 腺 癌

胃 腺 癌

胃 腺 癌

胃 腺 癌

結 腸 腺 癌

胃 胃 癌

胃 腺 癌

島 譜 ごド

が多 いことか らもわか るよ うに,予 後 は一般に不良 で

ある.自 験例は転移状況 と全身状態 よ り判断 し手術的

治療 を積極的に施行 したが,手 術を含む治療法 の選択

に関 しては議論 のある ところであ り慎 重な判 断が必要

である.

結 語

胃原発 と考え られ る転移性 尿管腫瘍症例を報告す る

と同時に,本 邦におけ る消化器原発 の39例 を集計 し文

献的考察 とともに若干の問題 的につ いて言及 した.

本論文の要 旨の一郎は第48回 日本泌尿器科学会東 部連合総

会 において発 表 した.
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